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Webアンケートにおける自由記述設問の順番が 
回答時間と離脱に及ぼす影響のスマートフォン・PC間比較 

 

山﨑郁未 1 中村聡史 1 小松孝徳 1 
 

概要：Webアンケートは手軽に多くの回答を集めることができる一方，アンケート対象者全員が回答可能な自由記述
設問で「特になし」「わからない」といった不真面目回答が見られる問題がある．このような不真面目回答を削減する

ことを目的に，我々は過去にアンケート内での自由記述設問の順序に着目した実験を行った．その結果，自由記述を

最初に回答してもらうことで，不真面目回答率が減少し，自由記述設問の段階でアンケートから離脱する人が多くな
る傾向が見られた．しかし，回答時間の取得に問題があり，また回答時間が異なることが知られている回答デバイス

による違いについて調査を行えていなかった．そこで本研究では，設問数およびアンケート内容を変更し，デバイス

の違いにも注目したアンケートを実施し，不真面目回答率，離脱率および回答時間の分析を行った．その結果，自由
記述を最初に回答してもらうことで不真面目回答率が低くなり，自由記述設問で離脱率が上昇する過去の研究と同様

の結果となった．また，自由記述設問での不真面目回答者は選択設問および自由記述設問での回答時間が短いこと，

スマートフォンによる回答が，PCによる回答に比べ回答時間が短く，また離脱率が高いことなどが明らかになった． 
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1. はじめに  

Web アンケートは，短時間で手軽に多くの回答を集める

ことが可能である．その中でも自由記述設問は，多種多様

な回答を集めることができ[1]，多くのデータを必要とする

社会調査や，研究での基礎データの収集の際にアンケート

内に組み込まれることが多い．しかし，このような自由記

述設問において，アンケート参加者全員が回答可能な自由

記述設問で「特になし」と回答する人や，「abcdef」といっ

た不適切な文字列を回答する人など，不真面目に回答をす

る人が見られる．このような回答が行われる原因として，

自由記述の設問は選択の設問よりも回答に時間がかかり

[2]，回答者の負荷が大きいことが考えられる．我々はこの

問題に着目し，自由記述設問における不真面目回答を減ら

すことを目指している． 
ここで，自由記述における不真面目回答は多様であり，

我々はこれまでに自由記述の回答を 4 種類（真面目，不真

面目，読解力不足，説明不足），回答者を 5 種類（真面目，

不真面目，飽き，読解力不足，説明不足）に分類している

[3]．また，「退屈だと感じていない早い段階で自由記述を回

答してもらうことで不真面目回答率が低くなる」という仮

説のもと，自由記述をアンケートの最初に回答してもらう

グループ（図 1）と，最後に回答してもらうグループ（図

2）に分けて実験を行った[4]．その結果，自由記述をアンケ

ートの最後に回答してもらう方よりも，最初に回答しても

らう方が不真面目回答率が低くなること，自由記述設問の

段階でアンケートを離脱する人が多いことがわかった．し

かし，アンケートは，17 問と設問数が多く，それだけで離

脱が増える可能性のあるものであった．ここで，設問数が

少ない場合には，自由記述設問の位置が不真面目回答率や

離脱率に影響しなくなることも考えられる．また，自由記
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述設問の回答時間について，選択設問の回答時間との関係

性を分析していなかった．さらに，スマートフォンの利用

では PC を利用した場合に比べ，回答時間が長い傾向が知

られており[5]，実際に回答においてもそのような傾向が現

れることが考えられるが，回答に使用したデバイスによる

違いについて調査を行っていなかった． 
そこで本研究では，アンケートテーマおよび設問数の変

更したアンケートを実施し，不真面目回答率や離脱率の再

調査を行い，選択設問の回答時間と自由記述設問の回答時

間の関係性や，デバイスによる離脱率や回答の特徴などに

ついて明らかにする． 
 

2. 関連研究 

自由記述の回答の質に関する研究は多く行われている．

Schmidt ら[6]は，自由記述設問が後ろにあるほど，解釈可

能な回答をする度合いが有意に低くなると明らかにしてい

る．Jolene ら[7]は，大学生に向けた Web アンケートにおい

て，自由記述設問のテキストボックスサイズが回答にどう

 

 
図 1 自由記述が最初のグループのフェーズ順序 

 

 
図 2 自由記述が最後のグループのフェーズ順序 
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影響するのか調査を行った．その結果，テキストボックス

が大きく表示された人は，テキストボックスが小さく表示

された人より，回答の質が有意に高いことを明らかにして

いる．また，畑中ら[8]は，Web アンケートにおける自由記

述設問における回答行動に応じて，動的にテキストボック

スのサイズを小さくすることで入力を促す ShrinkTextbox
を提案している．また実験により，ShrinkTextbox と大きい

テキストボックスは，通常のテキストボックスよりも文字

数が多く，行数も多くなることを明らかにしている．これ

らの研究から，工夫により自由記述における回答の質を上

げることができることがわかる． 
不真面目回答の自動推定および除去に関する研究も行

われており，尾崎ら[9]は，不真面目回答者を検出する質問

を設置することなく，機械学習で検出する手法を試みた．

その結果，不適切回答の検出率が高かったのはブースティ

ングアルゴリズムであり，その検出率は 55.6%であったと

している．後上ら[10]は，DQS（Directed Question Scale）と

ARS（Attentive Responding Scale）に基づき不適切回答を定

義したうえで，26個の特徴量を用いて機械学習による不適

切回答抽出を行った．その結果，不適切回答の検出率は

85.9%と精度が高く，使用した特徴量のうち自由記述設問

での回答時間や文字数は不適切回答の方が少ないことを示

している．深井ら[11]は，アンケートの回答時間に着目した

不良回答除去システムを開発し，各設問の回答で同じ選択

肢番号を選択した同一回答を除去可能かどうか検証した．

その結果，不良回答の可能性が高い同一回答の含有率が減

少したことを明らかにしている．本研究は，自由記述設問

の位置により，不真面目回答者を離脱させることができる

か検討を行うものである． 
アンケートの離脱に関する研究も多く行われており，

Mittereder ら[12]は，Web アンケートのデータを分析したと

ころ，モバイル端末を使用する回答者と PC を使用する回

答者の離脱率は，アンケートの開始時点では差がないもの

の，モバイル端末を使用する回答者の離脱率はアンケート

が進むにつれて増加することを示している．また，回答時

間が短い回答者や回答時間が変化する回答者は，回答時間

が長く安定した回答者よりもアンケートを打ち切る可能性

が高いとしている．Peytchev[13]は，Web アンケートにおけ

る離脱者は不注意であるようには見えず，離脱者がアンケ

ート回答を維持するための工夫が必要であるとしている．

Sakshaug ら[14]は，Web アンケートでの離脱をなくすこと

を目指し，回答者に対して励ましのメッセージを断続的に

表示する手法を提案している．実験を行った結果，メッセ

ージを表示することと，離脱の抑止に関連がないことを示

している．本研究では，離脱者が不真面目に回答しようと

していたのかを，回答時間や自由記述の回答から明らかに

することを目的としている． 
アンケートや実験の回答時間に関する研究も多数行わ

れている．Yan ら[15]は，4 つの Web アンケートについて分

析を行い，回答の選択肢が多いほど回答時間がかかること，

アンケートの最後に近づくほど質問に回答する時間が短く

なることを明らかにしている．また Galesic ら[16]は，アン

ケート後半になるとアンケート開始直後より回答時間が短

くなることを明らかにしている．髙久ら[17]は，選択実験に

おける回答時間の標準偏差に着目した分析を行い，回答時

間の標準偏差が低くリズムのように選択する回答者は，同

じ位置の選択肢を連続して選択するなど，不適切な回答を

する傾向を明らかにしている．このように，アンケートの

回答時間は回答評価の指標として用いられることがある． 
 

3. 実験 

3.1 実験概要 
自由記述設問の回答順序により，不真面目回答率，離脱

率に影響があるのかの再検証，およびデバイスごとの回答

傾向検証のため，Yahoo!クラウドソーシング[18]上で回答

順序を変更したアンケート調査をする．実験で依頼したア

ンケートは，漫画好きな人向けアンケートとし，作成した

Webシステムにアクセスしてもらうことで実施した． 
実験では，自由記述を最初に回答してもらうグループ

（以降，最初群と呼ぶ）と，自由記述を最後に回答しても

らうグループ（以降，最後群と呼ぶ）の 2 グループで比較

を行う．最初群および最後群の回答順序，設問の内容は表

1 の通りである． 
なお実験では，設問の回答順序制御のため，設問は 1ペ

ージに 1 問のみ表示し，表示されているページの回答をし

ないと次の設問に回答することはできないようにした．ま

た，各設問の回答時間を計測するための設問ごとのタイム

スタンプや，デバイス識別のためのディスプレイサイズも

記録した． 
3.2 実験手順 

実験に参加頂くアンケート回答者は，Yahoo!クラウドソ
ーシング[18]上でタスクを掲載することで募集し，そこか

ら我々が開発したアンケートシステムにアクセスしてアン

ケートに回答してもらった．なお，タスク説明画面には注

意事項として，「漫画が好きでない人はこのアンケートの対

象外である」ことを記載した． 
アンケート回答者が実験用の Web アンケートシステム

にアクセスすると，システムによりランダムで最初群，最

後群に割り振られ，アンケートが開始される．システムで

は，アンケートがあとどれくらいあるのかを知らせるため，

現在何問目かを随時表示させた（図 3）．回答者が全ての設

問へ回答し終えると，コードと ID を発行し（図 4），クラ

ウドソーシングのタスク提示画面に戻り，コードと ID を

入力するよう促した．回答者がコードを正しく選択し，ID
を入力した場合に報酬を支払った． 
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4. 結果 

クラウドソーシング上では男女それぞれ 500 人ずつ，計

1,000 人を募集したが，そのうちアンケートに回答しようと

アンケートページにアクセスしたのは 1,749 人（最初群 862
人，最後群 887 人）であった．また，アンケートを最後ま

で回答し，ID を正しく入力していた回答者は男性 495 人，

女性 493 人の計 988 人（最初群 471 人，最後群 517 人）で

あった． 
4.1 自由記述設問の位置による不真面目回答率と離脱率 
自由記述設問における不真面目回答率の算出のため，過

去の研究[3]での分類基準を用い，著者 1 名により ID を正

しく入力していた回答者の回答分類を目視で行った． 
自由記述設問での不真面目回答率を設問ごとに算出し

たものを表 2 に示す．表から，全ての自由記述設問で最初

群の方が，不真面目回答率が低いことがわかる．ここで，

母比率の差の検定を設問ごとに行ったところ，Q-b で有意

差が認められた（p < 0.05）． 
次に，各設問に回答しなかった回答者を離脱者とみなし，

その数を設問ごとに算出した．Web サイトにアクセスした

人数をその設問での離脱人数から求められる設問ごとの離

脱率を図 5 に示す．図から，Web アンケートページにアク

セスしたものの，1 つの設問にも回答しなかった回答者が，

27.2%（最初群で約 30.0%，最後群で 24.5%）いることがわ

表 1 アンケートの回答順序，質問項目，回答形式 

設問名 最初群 最後群 質問項目 回答形式 

Q-a 1 問目 4 問目 

普段漫画を読む際に何のサービスを利用してい

ますか？紙媒体の場合は「雑誌」「単行本」など

といったように，電子媒体の場合は利用してい

るサービス名を回答してください（複数回答可） 

自由記述 

Q-b 2 問目 5 問目 好きな漫画の作品名を 5 つ教えてください 自由記述 

Q-c 3 問目 6 問目 漫画に関して苦手な表現はありますか？ 2 択（ある，ない） 

Q-d 4 問目 7 問目 
漫画について，苦手な表現がある場合はその内

容を教えてください．ない場合は「とくにありま

せん．」と回答してください 

自由記述 

Q-e 5 問目 8 問目 

漫画について，ページを見ただけで苦手だと感

じるもの・ことを教えてください．先ほどの質問

に対する回答と同じでも構いません．ない場合

は，「私には苦手だと感じるものがありません．」

と回答してください 

自由記述 

Q-f 6 問目 1 問目 性別を回答してください 3 択（男性，女性，回答しない） 

Q-g 7 問目 2 問目 
年齢を回答してください 7 択（10代，20代，30代，40代，

50代，60代以上，回答しない） 

Q-h 8 問目 3 問目 
漫画を 1 ヶ月にどれくらい読むか回答してくだ

さい．最近漫画を読んでいない人は過去に読ん

でいた時の経験で回答してください 

5 択（1ヶ月に 25日以上，11~20日
程度，5~10日程度，3日程度，1日
以下） 

 

 

図 3 アンケート画面の例 
 

 
図 4 Yahoo!クラウドソーシングでの 

共通コード選択画面 
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かる．また，27.2%が離脱した 1 問目を除くと，最初群は 2
問目（自由記述設問の 2 つ目である Q-b）で急激に離脱率

が上昇していることがわかる．一方，最後群では 4 問目と

5 問目（自由記述設問の 1 つ目である Q-a と 2 つ目である

Q-b）で離脱率が上昇していることがわかる． 
ここで，最初群における Q-b での離脱率が高いことに着

目し，最初群の Q-b で離脱した回答者および離脱せず最後

まで回答した回答者の Q-a の回答時間を算出した．その結

果，Q-bで離脱した回答者のQ-aの平均回答時間は34.8秒，

最後まで回答した回答者は 37.1秒となり，約 2秒の差があ

ることがわかった． 
4.2 アンケート募集開始からの時間の短さでの分析 
我々の過去の研究[4]において，アンケートの募集を開始

してから 10 分以内にアンケートページへのアクセスを行

った回答者と，10 分以降にアクセスを行った回答者との間

で，不真面目回答率や回答時間に差が見られた．そこで本

研究でも，ID を正しく入力した回答者について，アンケー

トを募集してからの時間の短さと，不真面目回答率との関

係の分析を行う．なお，過去の研究では，人数をできるだ

け均等にするため 10 分以内と 10 分以降で区切ったが，本

実験では，アンケートを募集してからアンケートページへ

アクセスするまでの時間が早い人が多かったため，5 分以

内，5 分以降に分けて分析を行った． 
アンケート募集を開始してからページにアクセスする

までの時間（以降，アンケート回答開始時間と呼ぶ）およ

び自由記述設問の位置ごとの人数は以下の通りである． 
l 最初群で 5 分以内：257 人 
l 最初群で 5 分以降：214 人 
l 最後群で 5 分以内：296 人 
l 最後群で 5 分以降：221 人 

表 3 に，アンケート回答開始時間ごとの自由記述設問に

おける設問ごとの不真面目回答率を示す．表から，Q-b を

除き，最初群かつ 5 分以降に回答した回答者の不真面目回

答率が最も低いことがわかる．また，自由記述設問の位置

ごとに不真面目回答率を見ると，どちらの群でも 5 分以降

に回答した方が不真面目回答率が低いことがわかる．ここ

で，設問ごとのカイ二乗検定を行ったが，いずれの設問で

も有意差は認められなかった． 
表 4 に，アンケート回答開始時間ごとの自由記述設問に

おける回答時間の平均を示す．表から，極端に回答時間が

長い，短いという区分はないことがわかる．ここで，自由

記述設問の位置とアンケート回答開始時間を要因とした二

要因分散分析を行ったところ，Q-a の自由記述設問の位置

のみで有意差が認められた（p < 0.05）．しかし，二要因間

での有意差は認められなかった． 
4.3 選択設問と自由記述設問の回答時間の関係 
自由記述設問を短い時間で回答する回答者は，選択設問

も短い時間で回答すると考えられる．そこで，選択設問の

合計回答時間を横軸，自由記述設問の合計回答時間を縦軸

に取った散布図を図 6，図 7 に示す． 
散布図から，最後群は選択設問の回答時間が長ければ，

自由記述設問の回答時間が長くなる傾向がわかる．一方，

最初群は最後群と似たような傾向は見られるものの，選択

設問の回答時間が短くても自由記述設問の回答時間が長い

回答者も多く見られる． 
4.4 スマートフォンと PCでの回答の比較 

本研究では，JavaScript のレスポンシブデザインが変化す

る 768px を基準とし，ディスプレイの横幅が 768px未満を

スマートフォン，768px以上を PC とし，その 2 種類で比較

を行う．自由記述設問の位置およびデバイスごとの人数を

表 5 に示す．なお，表では，スマートフォンを「スマホ」

表 2 設問ごとの不真面目回答率（%） 

 Q-a Q-b Q-d Q-e 

最初群 3.4 2.5 1.5 4.0 

最後群 4.6 5.0 3.3 5.2 

 

 

図 5 離脱率 
 

表 3 アンケート開始時間での 
自由記述不真面目回答率（%） 

  Q-a Q-b Q-d Q-e 

最
初
群 

5 分以内 3.5 2.3 1.9 5.4 

5 分以降 3.3 2.8 0.9 2.3 

最
後
群 

5 分以内 4.7 4.7 3.4 5.7 

5 分以降 4.5 5.4 3.2 4.5 

 
表 4 アンケート回答開始時間での 

自由記述設問回答時間（秒） 

  Q-a Q-b Q-d Q-e 合計 

最
初
群 

5 分以内 39.9 106.7 23.0 36.6 206.2 

5 分以降 33.7 120.2 22.1 33.9 210.0 

最
後
群 

5 分以内 33.2 120.0 22.9 34.2 210.3 

5 分以降 30.0 114.1 23.2 35.1 202.3 
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と表記している． 
デバイスごとの不真面目回答率を表 6 に示す．表から，

最初群の PC で回答した回答者の方が，他に比べ不真面目

回答率が低いことがわかる．また，自由記述設問の位置に

関わらず，PC での回答した回答者は，Q-d や Q-e で不真面

目回答率が低くなっていることがわかる．一方，スマート

フォンでの回答者は，Q-e で不真面目回答率が上昇してい

る．ここで，設問ごとにカイ二乗検定を行ったが，いずれ

の設問でも有意差は認められなかった． 
4.1 節において，最初群で Q-b で離脱した回答者が多く

見られた．そこで，自由記述設問の位置およびデバイスご

との離脱率を算出した（図 8，図 9）．ただし，ディスプレ

イサイズは 1 問目を回答しないと取得できない仕様のため，

1 問目を回答した回答者について，2 問目以降での離脱率

について分析を行った．なお，最初群と最後群を 1 つのグ

ラフで比較していない理由は，最初群は最後群に比べ最初

の設問（自由記述設問）での離脱率が 5%高く，その離脱を

考慮できておらず，単純比較ができないためである．グラ

フより，自由記述設問の位置に関わらず，PC よりスマート

フォンの方が離脱率が高いことがわかる． 

離脱せずに最後まで回答を終え，ID の入力まで行った回

答者のデバイスごとの回答時間の平均を表 7 に示す．表か

ら，Q-e を除き，スマートフォンで回答した回答者は，自

由記述設問の位置に関わらず PC で回答した回答者よりも

回答時間が短いことがわかる．特に，最後群の Q-b におい

ては，約 30秒もの差が見られる．また，自由記述設問の合

計回答時間に着目すると，PC で回答した回答者の方が回答

時間が長く，Q-b と同様に最後群では 30 秒以上の差があ

 
図 6 最初群の選択設問および自由記述設問の 

回答時間の散布図 
 

 
図 7 最後群の選択設問および自由記述設問の 

回答時間の散布図 

表 5 自由記述設問の位置および回答デバイスの人数 

  人数 

最初群 
スマホ 325 

PC 146 

最後群 
スマホ 326 

PC 191 

 
表 6 デバイスごとの不真面目回答率（%） 

  Q-a Q-b Q-d Q-e 

最
初
群 

スマホ 3.4 2.2 1.8 5.2 

PC 3.4 3.4 0.7 1.4 

最
後
群 

スマホ 4.3 4.0 3.7 6.1 

PC 5.2 6.8 2.6 3.7 

 

 
図 8 最初群でのデバイスごとの離脱率 

 

 
図 9 最後群でのデバイスごとの離脱率 
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る．ここで，自由記述設問の位置とデバイスの種類を要因

とした二要因分散分析を行ったところ，Q-a の自由記述設

問の位置（p < 0.05），全ての自由記述設問でデバイスごと

の有意差が認められた（Q-a，Q-b，Q-e: p < 0.05，Q-d: p < 
0.01）．しかし，二要因間での有意差は認められなかった． 

デバイスごとの回答時間の散布図を図 10，図 11に示す．

図から，人数の差はあるものの，PC での回答者の方がスマ

ートフォンでの回答者に比べ，自由記述設問で 100秒以下
の回答が少ないことがわかる．また，選択設問においても，

10 秒以下の選択回答が少ない．つまり，PC での回答者は

選択設問での回答時間が長く，自由記述設問での回答時間

も長い傾向が見られた． 
 

5. 考察 

5.1 自由記述設問の位置による不真面目回答率と離脱率 
4.1節の結果より，最初群の方が不真面目回答率が低いこ

とがわかった．これは，我々の過去の研究[4]と同様の結果

であり，過去の研究の設問数 17 問，本研究の 8 問と設問数

が変化しても不真面目回答率が低くなることが示された．

また，アンケートテーマも過去の研究と異なっているにも

関わらず，同様の結果が得られたため，幅広いアンケート

テーマで自由記述設問の位置の変更により不真面目回答率

への影響が考えられる． 
また離脱に関する結果および分析から，アンケートペー

ジの 1 問目にアクセスし，回答しない回答者が約 27%いる

ことがわかった．つまり，クラウドソーシングサービスに

おいては，単純なアンケートであっても 4 分の 1 はすぐに

離脱するといえる．また，1 問目で最初群では 30.0%，最後

群では 24.5%が離脱していることから，最初に自由記述設

問がある場合に離脱率が高くなることがわかる．この結果

および不真面目回答率の結果を合わせて考えると，最初群

では最初に自由記述設問があったことで，その段階で不真

面目回答をしようとした回答者が離脱し，不真面目回答が

少なくなったことが考えられる．そのため，自由記述設問

を最初に回答してもらうことは，アンケート結果の質の向

上に良い影響をもたらすといえる． 
また，最初群において Q-a のみを回答し，Q-b で離脱し

た回答者と最後まで離脱せずに回答した回答者の Q-a の回

答時間を比較したところ，Q-b で離脱した回答者の方が 3
秒程度回答時間が短いことがわかった．この離脱者の回答

時間の短さから，不真面目回答者の可能性が考えられる．

そのため，不真面目回答率同様，自由記述設問を最初に回

答してもらうことで不真面目回答を減らすことが可能であ

ると考えられる．しかし，真面目回答者も離脱する恐れが

あるため，予算に余裕がある場合は，後半に自由記述設問

を配置して多めに回答者を集め，不真面目回答者を除外す

る方が良いと考えられる． 
5.2 アンケート回答開始時間について 

アンケートを依頼してから 5 分以内にアンケートページ

にアクセスした回答者，5 分以降にアクセスした回答者の

結果から，自由記述設問の不真面目回答率は有意差が認め

られなかった．しかし，最初群かつ 5 分以降にアクセスし

た回答者が最も不真面目回答率が少なくなることがわかっ

た．このことから，最初群かつ 5 分以降にアクセスした人

の回答は不真面目回答率が少なく，分析データとしてより

質が高いことが期待される． 
また，自由記述設問での回答時間には大きな差がないこ

とがわかった．過去の研究[4]では，アンケートの依頼を開

始してから，10 分以降にアクセスした回答者は回答時間が

長くなる傾向が見られたものの，本研究ではこのような傾

表 7 デバイスおよび自由記述の位置ごとの 
自由記述設問における平均回答時間（秒） 

  Q-a Q-b Q-d Q-e 合計 

最初群 
スマホ 35.4 111.1 21.5 37.4 205.4 

PC 40.3 116.8 25.1 30.9 213.4 

最後群 
スマホ 29.8 106.3 20.9 36.5 193.4 

PC 35.4 136.6 26.6 31.3 229.8 

 

 
図 10 スマートフォンで回答した人の 

選択設問および自由記述設問の回答時間の散布図 

 
図 11 PC で回答した人の 

選択設問および自由記述設問の回答時間の散布図 
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向は見られなかった．これは，自由記述設問の内容が影響

していることが考えられ，Q-d および Q-e で該当しない回

答者に対して指定の文字列を書いてもらうように促したこ

とで差が見られなかったことが考えられる． 
ここで，不真面目回答率と回答時間の関係を考えると，

アンケートページへのアクセス時間によらず回答時間に変

化はないものの，不真面目回答率は変化していることにな

る．これは，5 分以降にアンケートを開始した回答者は回

答の前に回答できるかどうかを吟味したうえで回答を始め

ているが，5 分以内に開始した回答者は，回答できるかを

考えずとりあえずアンケートへの回答を開始してしまって

いることが原因として考えられる． 
5.3 選択設問と自由記述設問の回答時間の関係性 
自由記述設問の位置ごとの選択設問および自由記述設

問の回答時間の散布図から，最初群は選択設問の回答時間

が短い一方で自由記述設問の回答時間は長いという回答者

が一部見られたものの，最後群ではこのような傾向は見ら

れなかった．これは，最初群において自由記述設問がアン

ケートの最初にあり回答に悩んだものの，選択設問はアン

ケートに慣れてきた段階で回答できるようになったためで

あると考えられる．また最後群では，自由記述設問での合

計回答時間が 100秒未満の回答者が多く存在することもわ

かった．これはアンケートの最後に自由記述設問があり，

アンケートに飽きてしまった回答者の可能性がある． 
ここで，選択設問および自由記述設問での回答時間が短

い回答者の特徴を明らかにするため，過去の研究[3]での自

由記述設問における回答者分類を基準に回答者分類を本研

究でも行った．回答者分類ごとに色分けをし，横軸に選択

設問の合計回答時間，縦軸に自由記述設問の合計回答時間

を取った散布図を図 12，図 13 に示す．図から，自由記述

の位置に関わらず，不真面目回答者や説明不足回答者の点

が左下に集まっていることがわかる．このことから，不真

面目回答者や説明不足回答者を，回答時間を利用すること

でリアルタイムに判定することが可能になると考えられる． 
こうした不真面目回答者や説明不足回答者の判定が可

能になれば，図 14 に示すように，序盤に判定用の選択設問

と自由記述設問を提示して不真面目回答者かどうかを判定

し，不真面目回答者であれば自由記述設問を先に提示，そ

うでなければ選択設問を先に提示といったように，自動で

アンケートを分岐させることが可能になると考えられる．

こうした自動分岐により，自由記述設問における不真面目

回答の削減が可能になると期待される． 
5.4 デバイスによる違い 

4.4節の結果より，PC での回答者は，スマートフォンで

の回答者より Q-e での不真面目回答率が低くなることがわ

かった．これは，PC での回答者のほとんどが，アンケート

への回答意欲が高いことや，隙間時間などに行っているの

ではなくアンケートのみに集中していることが考えられる．

一方，スマートフォンでの回答者は，外出中などに気軽に

参加できるものであるため，時間がないが故に徐々に不真

面目回答になってしまったことが考えられる． 
回答に使用したデバイスごとの離脱について，スマート

フォンを使用していた回答者は，自由記述設問の位置に関

わらず多く離脱していることがわかった．これは，スマー

トフォンでのアクセスの場合には，気軽にタスクに参加し

ようとしてしまい，実際にアクセスした後に面倒に感じ，

離脱しやすくなるのではと考えられる．また，外出中など

に生じる別の要因（待ち合わせ相手が来る，駅に到着する

など）でアンケートをやめてしまったことも考えられる．

 
図 12 最初群の回答者分類ごとの選択設問 
および自由記述設問の回答時間の散布図 

 

 
図 13 最後群の回答者分類ごとの選択設問 
および自由記述設問の回答時間の散布図 

 

 
図 14 リアルタイムにアンケートの順番を 
変更するよう分岐するシステムイメージ図 
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しかし，もしこれらの人がアンケートを続けたとしても，

自由記述設問で真面目に回答してくれるとは限らないため，

早い段階で自由記述設問を回答してもらい，離脱を促すこ

とは真面目回答を集めるためには有効であると考えられる．

また，PC での回答者でも，自由記述設問で離脱している人

が多いことから，アンケートで自由記述設問が出てくると

離脱する人が多いことも示唆された． 
 

6. まとめ 

本研究は，Web アンケートでの自由記述設問における不

真面目回答削減を目指し，自由記述設問のアンケート内で

の回答順序が不真面目回答率，離脱率に及ぼす影響につい

てデバイスにも注目しつつ再調査を行った． 
実験の結果，自由記述設問を最初に回答してもらうこと

により，不真面目回答率が低くなり，自由記述設問におい

てアンケートの離脱者が増加するという過去の研究と同様

の結果となった．本研究では，設問数を変えて実験を行っ

たものの，同様の結果になったことから，自由記述設問を

最初に回答してもらうことは，設問数が変化しても不真面

目回答削減に良い影響をもたらすといえる．また，選択設

問と自由記述設問の回答時間の関係について，自由記述を

最初に回答してもらうことで，選択設問での回答時間が短

いものの，自由記述設問での回答時間が長くなる人が一部

いることも示され，不真面目回答者は選択設問および自由

記述設問の回答時間が真面目回答者よりも大幅に短いこと

もわかった．さらに，デバイスごとの分析により，PC での

回答者はスマートフォンでの回答者より，不真面目回答率

が低くなること，離脱率が低いこと，回答時間が長くなる

ことが示唆された． 
今後は，回答時間をリアルタイムに取得し，回答時間が

極端に短ければ不真面目回答者であるとし，不真面目回答

者には序盤に自由記述設問を回答してもらいアンケートの

離脱を促し，真面目回答者には選択設問を回答してもらう

といった，真面目回答者と不真面目回答者でアンケートの

回答順序を変更するシステムを実現する予定である．また，

過去の研究[3][4]や本研究で得られた不真面目回答率，離脱

率，回答時間の基準からどれくらい良いデータが集まるア

ンケートなのか，またどう改善したら良いのかを予測およ

び提示するシステムも実現する予定である． 
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